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２．１ マテリアルフロー分析 
 

表 1 に最近(2002 年～2006 年)の鉛地金の供給量を示す。環境対策による鉛レス化の進展は
あるが、蓄電池の代替品が当面出現しそうにないので、一定量の生産は確保されており、その供
給規模は 264 千 t である。近年リサイクルの進展により原料スクラップ出が増加傾向にあったが、
2005 年は減少に転じ 2006 年は 77 千トンと 2002 年並の水準である一方、輸入が 35 千 t と急増
している。 

表１ 鉛地金の供給状況（暦年 単位：ｔ） 

 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 06/05 年比(%)

 年初在庫 37,677 23,983 12,943 11,606 9,554 ▲ 17.68

 国内鉱出 5,578 4,642 5,596 3,138 2,435 ▲ 22.40

 海外鉱出 102,166 100,818 88,676 103,500 105,836 2.26

 スクラップ出 77,594 95,279 97,308 73,223 77,451 5.77

 その他出 27,800 25,687 29,732 39,869 33,918 ▲ 14.93

 小計 213,138 226,426 221,312 219,730 219,640 ▲ 0.04

供
給 

輸入 10,687 9,290 10,375 19,057 34,955 83.42

 合計 261,502 259,699 244,630 250,393 264,149 5.49

(出典：鉱山 各年２･３月号) 
 

鉛の製造業者としては、主に鉛精鉱から生産する製錬（一次）業者と再生（二次）業者がある。
一次製錬業者は従来、鉛精鉱から乾式法で粗鉛を製造し、電解法により高純度電気鉛を製造し
てきた。最近は、蓄電池のリサイクルが義務づけられたため、廃蓄電池を原料に電気鉛を製造す
る割合が増加している。再生鉛は各種鉛屑や廃蓄電池から反射炉、小型溶解炉、電気炉等の簡
易製錬設備により生産される。最近は、蓄電池のメンテナンスフリー化が指向され電極材料が鉛
－カルシウム系のものが増加し、再生処理が困難となっている。 
 

鉛の用途は蓄電池向けが 80～90%程度を占める。ついで無機薬品、はんだ等である。無機薬
品は大半がブラウン管等管球ガラス製品用で酸化鉛（リサージ）の形態で使用される。はんだは
錫との合金であり、用途により比率を変えて使用するが、平均的には鉛比率は 30～40%である。
その他に主にシートの形態で放射線遮蔽材や防音材に使用される。 

表 2 に 2002 年以降の用途別消費量と製錬・再生というリサイクル用途を除いた消費量比率を
併載する。 

表２ 鉛の用途別消費量と比率（暦年 単位：ｔ） 

 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 

蓄電池 209,379 81 205,139 80 168,004 77 140,320 75 270,915 90

無機薬品 20,146 8 23,589 9 25,975 12 19,411 10 11,865 4

鉛管板 5,684 2 3,349 1 3,118 1 9,634 5 2,591 1

半田・銅合金塊 14,310 6 9,961 4 9,940 5 8,215 4 8,086 3

その他 9,529 4 13,645 5 11,610 5 8,932 5 7,560 3

内需計 259,048 % 255,683 % 218,547 % 186,512 % 301,017 %

輸出 24,301  23,140 27,519 17,582  16,591

総消費 283,349  278,823 246,066 204,094  317,608
 

製錬 ▲ 114,210  ▲ 174,189 ▲ 148,794 ▲ 118,733  ▲ 125,136

再生 ▲ 87,944  ▲ 84,458 ▲ 84,443 ▲ 69,817  ▲ 83,182

(出典：鉄鋼、非鉄金属、金属製品統計年報) 
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中間生産物に係る我が国の主要生産者並びに生産品目は次のとおりである。 

 

表３ 中間生産物に関する主要生産者及び生産品目 

主要生産者 生産品目 

住友金属鉱山 鉛、高純度鉛(4N) 

三井金属鉱業 鉛地金 

東邦亜鉛 鉛地金 

小坂製錬（DOWA） 鉛地金 

細倉金属鉱業 鉛地金 

神岡鉱業 鉛地金 

（出典：JOGMEC「メタルマイニング・データブック 2006」、国内各社ウェブサイト） 

 

また、我が国企業による海外投資の状況は次のとおりである。 

 

表４ 我が国企業の海外投資状況（操業中のプロジェクト） 

【鉱山】 

現地法人名 

(及び鉱山名) 
所在地域 主たる株主 生産品目 

ミネル・サンタルイ

サ 

（ワンサラ鉱山） 

ペルー・アンカッシ

ュ県 

三井金属鉱業 70%、三井物産 30% 鉛精鉱 

エンデバー オーストラリア・ニュ

ーサウスウェールズ

州 

東邦亜鉛 25% 鉛精鉱 

（出典：JOGMEC「メタルマイニング・データブック 2006」、国内各社ウェブサイト） 

 

２．２ リサイクルの現状と評価 

 

鉛蓄電池は自動車用バッテリーが中心でリサイクルシステムが確立されており、回収率も 95%

以上となっている。リサイクルシステムの課題は、鉛地金の相場が再生鉛価格より低くなること

（鉛相場に関係なく、適正な価格で回収鉛を購入する制度のため）による日本の電池メーカーの

負担増と、輸入蓄電池の回収も日本の電池メーカーがコスト負担をしていること等である。 

無機薬品は管球ガラス用が大半で、テレビのブラウン管やパソコンの CRT 等に使われている。

特にブラウン管のファンネル部は放射線遮蔽のため約 25%の鉛が含まれる。家電リサイクル法の

施行によりブラウン管はほぼ完全回収され再使用されている。その他の無機薬品はリサイクルさ

れていない。 

はんだは現在リサイクルされていない。ただし、家電リサイクル法対応の中で基板のはんだを

回収する動きもある。今後は鉛フリーはんだの実用化が進み使用量自体が減少する見込みであ

る。 

電線被覆用は地下ケーブルの被覆として使用されてきたが、現在は使用量が激減し、ほぼゼ

ロとなっている。地下ケーブル更新工事の際に廃ケーブルは発生し、ほぼ 100%回収されている。 

その他の鉛の排出源としては、一般廃棄物の焼却灰や二次飛灰に含まれるものや、製鋼用電

気炉ダストから亜鉛と共に回収されるものがあるが、排出、回収量ともわずかである。 

2006 年の市場からの排出鉛屑の鉛量は、鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計年報によると 83 千ト

ンであり、廃蓄電池も加えたリサイクル鉛量である。排出鉛屑は、末尾掲載のマテリアルフロ－図

に示すように、製錬所や再生工場に供給されるものと、最終製品にリサイクルされるものがあり、

廃蓄電池は基本的に製錬所や再生工場に供給される。 
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